
第37号(春号)

「北大路魯山人展 －出会いと美の変遷－」より

織部かすみ網に鳥文扇面鉢 昭和10年（1935）頃

色絵雲綿大鉢 昭和26年（1951）頃
吉兆庵美術館　蔵

赤呉須汁次「不老長寿」 昭和28年（1953）

絵瀬戸草虫文壺 昭和27年（1952）
北村美術館　蔵
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「
北
大
路
魯
山
人
展
〜
出
会
い
と
美
の
変
遷
〜
」

４
月
23
日
（
金
）
〜
５
月
30
日
（
日
）〈
会
期
中
無
休
〉

北
大
路
魯
山
人
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
京
都

市
に
生
ま
れ
ま
す
。
早
く
に
両
親
と
死
別
し
養
家
を
転
々

と
す
る
不
遇
な
幼
少
期
を
送
り
ま
す
が
、
や
が
て
書
と
篆

刻
で
才
能
を
発
揮
し
、
展
覧
会
で
も
作
品
が
受
賞
す
る
な

ど
書
家
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

そ
し
て
三
十
歳
頃
よ
り
食
客
と
し
て
京
都
や
滋
賀
な
ど

を
放
浪
、
竹
内
栖
鳳
や
京
都
の
富
豪
内
貴
清
兵
衛
と
知
り

合
い
、
古
美
術
や
料
理
に
つ
い
て
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

す
。
や
が
て
金
沢
の
漢
学
者
で
数
寄
人
の
細
野
燕
台
の
勧

め
で
金
沢
に
滞
在
、
料
亭
「
山
の
尾
」
主
人
太
田
多
吉
よ

り
料
理
を
学
び
、
こ
の
頃
よ
り
魯
山
人
が
料
理
に
本
格
的

に
興
味
を
持
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
代
温
泉

に
も
赴
き
、
初
代
須
田
菁
華
の
窯
場
で
染
付
や
赤
絵
の
絵

付
を
初
め
て
試
み
て
い
ま
す
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
魯
山
人
は
中
村
竹
四
郎
と

共
同
で
東
京
京
橋
に
美
術
骨
董
の
店
「
大
雅
堂
芸
術
店
」

を
開
き
、
そ
の
二
階
に
会
員
制
の
割
烹
「
美
食
倶
楽
部
」

を
設
け
ま
す
。
そ
こ
で
魯
山
人
の
出
す
新
鮮
な
料
理
が
大

評
判
と
な
り
、
大
正
十
四
年
に
は
赤
坂
に
高
級
料
亭
「
星

岡
茶
寮
」
を
発
展
開
設
す
る
事
と
な
り
、
魯
山
人
に
と
っ

て
は
料
理
と
美
へ
の
才
能
を
更
に
大
き
く
開
化
さ
せ
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
「
器
は
料
理
の
着
物
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら

自
ら
器
の
制
作
を
手
掛
け
る
様
に
な
り
、
初
代
宮
永
東
山

や
荒
川
豊
蔵
と
い
っ
た
陶
芸
家
達
と
交
友
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
を
吸
収
し
て
自
ら
の
作
風
を
形
成
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
北
鎌
倉
に
「
魯

山
人
窯
芸
研
究
所
星
岡
窯
」
を
開
設
し
て
荒
川
豊
蔵
を
招

き
、
本
格
的
な
作
陶
を
始
め
る
と
共
に
、
古
窯
址
の
発
掘
、

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
経
営
の
問
題
で
中
村
竹

四
郎
と
激
突
し
、
星
岡
茶
寮
を
去
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
後
は
陶
芸
に
専
念
し
、
備
前
の
金
重
陶
陽
や
藤
原
啓

な
ど
と
も
広
く
交
友
し
な
が
ら
、
備
前
・
志
野
・
織
部
・

色
絵
な
ど
の
古
陶
磁
を
深
く
研
究
し
、
慣
習
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
で
奔
放
、
創
意
に
満
ち
た
作
品
を
制
作
し
て
い

ま
す
。
昭
和
三
十
年
に
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人

間
国
宝
）
の
認
定
を
受
け
ま
す
が
辞
退
、
最
後
ま
で
我
流

を
貫
き
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
七
十
六
歳
で

没
し
ま
し
た
。

魯
山
人
は
書
画
か
ら
陶
芸
、
料
理
に
到
る
ま
で
幅
広
い

分
野
で
制
作
活
動
を
行
い
、
類
い
稀
な
自
己
の
芸
術
世
界

を
構
築
し
ま
し
た
。
傲
慢
不
遜
で
型
破
り
、
常
に
独
善
的

と
い
わ
れ
る
魯
山
人
で
す
が
、
そ
の
芸
術
観
の
確
立
に
は

多
く
の
人
々
と
の
「
出
会
い
」、
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
展
で
は
「
出
会
い
と
美
の
変
遷
」
を
テ
ー
マ
に
、

書
・
篆
刻
・
絵
画
・
陶
芸
・
漆
芸
な
ど
の
作
品
計
一
六
九

点
を
幅
広
く
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て
書
家
・
篆
刻
家
と
し

て
世
に
出
た
「
食
客
時
代
」
か
ら
、
料
理
人
・
陶
芸
家
と

し
て
活
躍
す
る
「
星
岡
茶
寮
時
代
」「
星
岡
窯
時
代
」
の

三
つ
の
時
代
を
通
し
て
、
各
時
代
に
魯
山
人
が
出
会
っ
た

人
と
彼
ら
か
ら
学
ん
だ
美
を
紹
介
し
ま
す
。

2

平
成
16
年
４
月
23
日
（
金
）
〜

６
月
27
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「染付鯰向附」大正12年（1923）頃

「色絵椿文鉢」昭和13年（1938）
日登美美術館蔵

「伊賀風鮑大鉢」昭和16年（1941）頃

「良寛詩・竹林図」（左隻） 昭和25年（1950）

「桃山風漆絵椀」 昭和19年（1944）頃
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こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
石
川
県
と
も
ゆ
か
り
の
深

い
魯
山
人
の
、
妥
協
を
決
し
て
許
さ
な
い
芸
術
に
対
す
る

純
粋
な
想
い
、
優
れ
た
審
美
眼
を
感
じ
取
っ
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

★
本
展
期
間
中
の
５
月
16
日
（
日
）、
当
館
館
長
に
よ

る
特
別
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
四
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
第
60
回
記
念
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

６
月
４
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）

「
現
代
美
術
展
」
は
石
川
県
下
で
最
大
規
模
を
誇
る
公

募
展
で
す
。
そ
の
歴
史
も
古
く
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二

十
年
十
月
に
「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ

の
寄
与
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
継
続
さ
れ
今
回
で
六

十
回
目
と
な
り
ま
す
。

本
展
は
県
内
在
住
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間

国
宝
）
や
日
本
芸
術
院
会
員
を
筆
頭
と
し
た
、
現
代
の
美

術
界
を
牽
引
す
る
作
家
作
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
更
な

る
制
作
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
家
ま

で
、
幅
広
い
層
か
ら
出
品
・
応
募
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示

は
出
品
委
嘱
作
家
作
品
に
加
え
、
入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
た
作
品
、
合
計
約
千
点
が
選

抜
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は
貴
重

で
あ
り
、
石
川
県
に
お
け
る
現
代
美
術
の
流
れ
を
展
観
す

る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
尾
展
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
第
二
回
展
が
開
催
さ

れ
た
後
は
、
平
成
七
年
四
月
の
当
美
術
館
開
館
を
機
に
、

毎
年
、
能
登
地
方
関
連
作
家
作
品
を
中
心
に
展
示
し
「
現

代
美
術
展
」
の
地
方
展
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で

十
回
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
の
「
第
59
回
展
七
尾
展
」
で
は
金
沢
展
展
示
作
品

九
八
六
点
の
中
か
ら
、
二
一
六
点
を
厳
選
し
展
示
し
ま
し

た
。
今
年
も
「
現
代
美
術
展
」
展
示
作
品
の
中
か
ら
、
能

登
地
区
（
押
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
、
最
高
賞
・
次

賞
・
委
嘱
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身
委

嘱
作
家
作
品
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の

作
品
を
選
抜
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写

真
の
六
部
門
で
約
二
百
点
を
展
示
予
定
で
す
。

主
催
（
予
定
）

七
尾
市
・
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
　

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢
・

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
援
（
予
定
）

能
登
地
区
各
市
町
村
教
育
委
員
会

3

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

5
0
0
円

4
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「暗香盆上による」昭和初期～10年代頃
（1926～44）「備前手桶花入」昭和28～32年頃

（1953～57）

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

7
0
0
円

6
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「第59回現代美術展　七尾展」
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フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
25
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時

「『
な
ん
で
僕
に
ピ
ア
ノ
習
わ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た

ん
？
』
と
、
幼
児
の
時
に
バ
イ
エ
ル
の
【
上
】
で
ピ
ア
ノ

を
や
め
た
中
学
生
の
息
子
が
、
一
度
だ
け
出
演
し
た
発
表

会
の
こ
と
を
忘
れ
て
言
い
ま
し
た
。」

息
子
が
、
毎
日
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
月
光
」

を
仕
上
げ
た
の
に
驚
き
感
激
し
た
、あ
る
家
族
の
話
で
す
。

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
発
表
会
の
中
か
ら
、
音
楽
を
楽

し
む
芽
が
育
っ
て
い
た
事
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

ひ
び
き
会
・
琴
絵
会
・
洋
三
会

連
絡
先

川
崎
　
幸
子

〇
七
六
七
（
五
二
）
四
六
五
七

・
４
月
10
日
・
24
日
・
５
月
８
日
・
22
日

「
荒
川
豊
蔵
と
志
野
・
瀬
戸
黒
」（
25
分
）

・
６
月
12
日
・
26
日

「
日
本
の
美
術
工
芸
」（
28
分
）

日
時
　
５
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

演
題
　
「
魯
山
人
の
人
と
作
品
」

講
師
　
当
館
館
長
　
嶋
崎
　
丞

※
聴
講
無
料

問
合
せ
先
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

駐
車
場
か
ら
当
館
を
つ
な
ぐ
通
路
の
桜
並
木
の
枝
も
蕾

が
ふ
く
ら
み
は
じ
め
、
ま
も
な
く
開
花
し
そ
う
で
す
。
冬

の
降
雪
時
に
は
こ
の
通
路
と
駐
車
場
の
除
雪
作
業
に
泣
か

さ
れ
る
（
ひ
と
汗
か
か
さ
れ
る
？
）
の
で
す
が
、
そ
ん
な

季
節
も
終
わ
り
、
満
開
の
桜
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
の
も
も

う
す
ぐ
！
楽
し
み
で
す
ね
。

さ
て
、
こ
の
春
か
ら
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
、
当
館
友

の
会
会
員
証
の
提
示
で
『
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
』
で
も

観
覧
料
の
割
引
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

館
で
は
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
春
季
テ
ー
マ
展
「
Ｇ
ｌ
ａ

ｓ
ｓ
　
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
（
グ
ラ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ズ
）」
と

題
し
て
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ガ
ラ
ス
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
、
今
年
度
友
の
会
会
員
対
象
の
催
し
物
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
各
催
し
物
の
参
加
募
集
に
関

し
ま
し
て
は
、
ハ
ガ
キ
や
美
術
館
便
り
の
同
封
文
書
等
で

個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
こ
ん
な

催
し
物
が
あ
っ
た
ら
…
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

☆「
北
大
路
魯
山
人
展
」・「
長
谷
川
等
伯
展
」

列
品
解
説

（
各
会
期
中
一
回
）

☆
第
五
回
　
美
術
館
友
の
会
鑑
賞
の
旅

日
　
　
程
　
六
月
中
旬
の
日
曜
日

見
学
予
定
地

県
内
美
術
館
施
設
等

参

加

費
　
五
、
〇
〇
〇
円
程
度

募
集
定
員
　
先
着
四
十
五
名

【
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
】

☆
美
術
品
取
扱
い
講
座
「
は
じ
め
て
の
古
美
術
」

（「
冬
季
・
所
蔵
品
展
」
会
期
中
一
回
）

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
お
客

様
か
ら
、「
Ｓ
寺
の
奥
さ
ん
」
と
。

私
の
第
二
の
故
郷
、
福
井
県

大
野
市
。
住
職
と
十
三
年
、
住

職
亡
き
後
も
、
優
し
く
力
を
貸

し
て
下
さ
っ
た
ご
夫
妻
と
、
お
嬢
さ
ん
の
姿
に
吃
驚
、
懐

か
し
く
目
が
潤
み
ま
し
た
。

「
図
書
館
で
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
急
に
出
て
来
た
の
。
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
絵
と
、
奥
さ
ん
に
出
会
い
幸
せ
な
一
日
で
し

た
。
来
年
は
図
書
館
友
の
会
の
方
達
と
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
を

見
に
来
ま
す
よ
。」

そ
れ
か
ら
は
手
紙
の
往
復
、
電
話
、
そ
し
て
つ
い
に
昨

年
十
一
月
、大
野
の
皆
さ
ん
と
の
再
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
を
観
に
来
て
下
さ
っ
た
二
十
六
名
の
お

客
様
、「
私
覚
え
て
い
る
」「
息
子
が
日
曜
学
校
で
お
世
話

に
な
っ
た
の
」「
あ
ゝ
、
俊
君
の
お
母
さ
ん
」
私
は
大
野

ム
ー
ド
一
杯
の
中
に
居
ま
し
た
。

「
楽
し
く
て
有
意
義
な
一
日
を
有
難
う
」「
今
度
は
家

族
と
お
伺
い
し
ま
す
」「
来
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
は
来
ま

す
よ
」「
今
度
は
大
野
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
嬉

し
い
言
葉
を
残
さ
れ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
九
年
。
思
い
が
け
な
い

心
暖
ま
る
数
々
の
出
会
い
再
会
、
心
の
財
産
を
沢
山
頂
い

た
こ
と
を
励
み
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
再
会
に
職
員
皆
様
の
、
お
力
添
え
を
戴

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌
。

4
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平
成
十
五
年
度
中
に
、
新
し
く
当
館
の
所
蔵
品
に
な
っ

た
作
品
・
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
制
作

第
88
回
光
風
会
展
　
光
風
奨
励
賞

※
佐
々
波
啓
子
氏
よ
り
寄
附

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
制
作

改
組
第
二
回
日
展

※
大
岩
（
南
）
志
賀
子
氏
よ
り
寄
附

室
町
時
代
末
期
頃
（
十
六
世
紀
）
制
作

※
七
尾
市
が
購
入

★
９
／
18
〜
10
／
24
「
長
谷
川
等
伯
展
」
に
出
品
予
定

「
七
字
題
目
」「
日
蓮
聖
人
像
」「
釈
迦
・
多
宝
仏
図
」

「
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
図
」「
三
十
番
神
図
」

※
高
岡
市
大
法
寺
住
職
　
栗
原
清
皐
氏
よ
り
寄
附

★
「
七
字
題
目
」
以
外
は
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
作
品

※
写
真
は
「
日
蓮
聖
人
像
」
絹
本
版
完
全
復
刻
掛
軸

長
谷
川
等
伯
展
特
別
講
演
会
報
告

「
新
し
い
絵
画
の
時
代
」
②
ス
ラ
イ
ド
編

講
師
　
黒
田
泰
三

氏
（
出
光
美
術
館
学
芸
課
長
）

次
、
お
願
い
し
ま
す
（「
竹
虎
図
屏
風
」
ア
ッ
プ
）。
こ
れ

も
猫
の
よ
う
な
毛
触
り
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
体
毛
の
表
現

は
抜
群
で
す
。
さ
っ
き
の
烏
の
雛
鳥
と
同
じ
よ
う
な
薄
墨
と

濃
墨
の
使
い
分
け
は
、
完
璧
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
今
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
最
近
見
つ
か

っ
た
烏
と
白
鷺
、
虎
と
い
う
二
つ
の
作
品
に
非
常
に
強
く
認
め

ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
情
愛
表
現
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
ま
す
と
、
情
愛
表
現
と
い
う
の
は
何
も
二
点
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
て
、
鶴
の
（「
竹
鶴
図
屏
風
」
右
隻
）
瞼
の
線
が
下

に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
も
の
す
ご
く
幸
せ
な
鳥
の

顔
が
、
ま
た
口
元
も
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
ん
で

す
。
多
分
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
夢
見
て
、
母

親
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
雌
の
幸
せ
な
一
瞬
と
い
う
ふ
う
に
見

え
る
ん
で
す
。
こ
れ
も
見
事
な
情
愛
表
現
だ
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
（「
観
音
猿
鶴
図
」）。
近
年
見
つ
か
っ

た
作
品
を
加
え
て
、
彼
が
動
物
を
描
い
た
五
十
歳
代
の
代
表
作

群
を
概
観
し
ま
す
と
、
間
違
い
な
く
非
常
に
体
温
を
感
じ
る
よ

う
な
情
愛
が
描
か
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
、
何
が

き
っ
か
け
で
こ
う
い
う
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
き
っ

と
原
因
が
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。
次
に
そ
れ
を
考
え
て
み
ま

す
。
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
い
る
通

り
、
等
伯
は
天
正
十
七
年
頃
に
大
徳
寺
に
出
入
り
を
始
め
て
、

そ
の
頃
「
観
音
猿
鶴
図
」
を
実
際
に
見
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
現
在
三
幅
対
で
、
真
中
に
観
音
様
が
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
向
っ
て
右
側
に
猿
の
絵
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
先
程
か
ら
見
て
お
り
ま
す
猿
の
親
子
（「
竹
林

猿
猴
図
」）
と
同
じ
状
況
で
す
。
一
本
の
大
木
に
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
向
っ
て
左
側
に
今
度
は
鶴
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
出
光
本
の
鶴
の
絵
と
全
く
い
っ
し
ょ
で
す
ね
。

こ
の
絵
を
、
ま
ず
間
違
い
な
く
見
た
と
思
い
ま
す
。
画
家
が

絵
を
見
る
と
い
う
の
は
芸
術
体
験
だ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
こ
の
絵
を
見
て
等
伯
は
、
自
分
の
作
画
活
動
に
一
体
何

を
見
出
そ
う
と
し
た
の
か
。
今
ご
紹
介
し
た
幾
つ
か
の
動
物

を
こ
の
後
に
次
々
と
描
く
わ
け
で
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

絵
か
ら
何
か
得
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
。
私
な
り
に
推
測
し

ま
す
と
、
こ
の
牧
谿
の
絵
に
は
岡
倉
天
心
以
来
、
非
常
に
有

名
な
解
釈
が
沢
山
あ
り
ま
す
。「
観
音
と
猿
と
鶴
と
に
よ
っ
て
、

禅
宗
と
い
う
宗
教
観
を
通
し
た
世
界
観
が
表
さ
れ
て
い
る
」

と
、
か
な
り
抽
象
的
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
統
一
し
た
見

解
で
す
。
最
近
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
内
山
さ
ん
や
東
京

大
学
の
小
川
さ
ん
は
、
こ
れ
は
ど
う
や
ら
母
親
と
し
て
の
母

性
が
共
通
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

白
衣
観
音
様
を
真
中
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
子
ど

も
と
別
れ
て
し
ま
っ
た
現
実
、
そ
れ
か
ら
子
ど
も
と
い
っ
し

ょ
に
い
る
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
と
い
う
現
実
、
そ
の
相
反
す

る
子
ど
も
に
対
す
る
母
性
を
観
音
に
よ
っ
て
繋
ぎ
止
め
ら
れ

て
い
る
、
或
い
は
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
近
年

打
ち
出
さ
れ
ま
し
て
、
私
は
大
変
魅
力
あ
る
解
釈
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
、
土
台
（
土
壌
）
は
中
国
絵
画
全
般
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、
哲
学
的
な
テ
ー
マ
が
根
っ
こ
に
あ
る
ん

で
す
。
私
は
、
世
界
観
や
宗
教
観
と
い
う
も
の
を
彼
は
見
取

っ
た
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
、
や
は
り
母
性
と
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い
っ
た
も
の
を
こ
の
絵
に
見
抜
い
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
で
こ
の
絵
に
、
観
音
の
元
に
母
性
の
象
徴
で
あ
る
猿
の

幸
せ
と
、
不
幸
の
象
徴
で
あ
る
鶴
を
自
分
の
モ
チ
ー
フ
と
し

て
引
用
し
、
み
ん
な
幸
せ
な
解
釈
に
変
え
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。
猿
の
一
家
団
欒
で
あ
っ
た
り
、
鶴
の
番
の
幸
せ
だ
っ
た

り
と
い
う
ふ
う
に
、
や
っ
ぱ
り
等
伯
は
牧
谿
の
「
観
音
猿
鶴

図
」
を
見
て
、
哲
学
的
な
思
索
を
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
日

本
人
が
非
常
に
好
む
情
感
表
現
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
私
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
当

時
に
あ
っ
て
、
画
家
が
情
感
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

非
常
に
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
色
々
な

状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
番
考
え
ら
れ
る
の
は
等
伯
の

人
間
性
だ
と
思
い
ま
す
。
動
物
を
描
い
て
、
情
感
或
い
は
情

愛
を
表
現
す
る
と
い
う
の
は
、
よ
ほ
ど
優
し
い
人
間
性
が
な

い
と
、
描
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
知
識
や
教
養
で
絵
を

描
く
の
が
、
当
時
の
画
家
と
し
て
は
メ
イ
ン
の
仕
事
で
す
。

特
に
狩
野
派
の
絵
を
見
ま
す
と
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
そ
う

い
う
、
つ
ま
り
仕
事
と
し
て
絵
を
描
く
と
い
う
領
域
に
は
、

絶
対
表
れ
て
こ
な
い
芸
術
性
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
分
、

何
よ
り
も
等
伯
の
人
間
性
が
そ
う
い
っ
た
も
の
よ
り
勝
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
牧
谿
の
こ
の
絵
か
ら
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ご

覧
に
入
れ
た
よ
う
な
絵
を
次
々
と
描
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
牧
谿
本
を
見
て
描
い
た
龍

泉
庵
の
「
枯
木
猿
猴
図
」
で
、
そ
っ
く
り
で
す
ね
。
一
本
の
大

木
の
と
こ
ろ
に
親
子
が
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
牧
谿
画
の
方
は

緊
張
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
ひ
し
と
抱
き
し
め
て
い
る
ん
で

す
け
ど
も
、
等
伯
の
は
こ
う
や
っ
て
肩
車
を
し
て
遊
ん
で
い
る

と
い
う
、
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
変
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
（「
竹
鶴
図
屏
風
」）、
大
き

さ
も
殆
ど
い
っ
し
ょ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
牧
谿
と
等
伯
の
鶴
の

デ
ィ
テ
ー
ル
を
比
較
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
表
現
技
術
は
牧
谿
の

方
に
軍
配
が
上
が
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
多
分
等
伯
自
身
が
一

番
分
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
、
恐
ら
く
表
現
技
術

は
牧
谿
に
及
ば
な
い
と
。
だ
か
ら
彼
は
、
牧
谿
の
絵
に
は
な
い

解
釈
を
、
自
分
の
絵
の
中
へ
も
た
ら
そ
う
と
し
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
哲
学
的
な
、
も
し
く
は
宗
教
観
、
世
界
観
を
意
識
し
て

牧
谿
が
描
い
た
と
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
で
は
な

い
も
っ
と
肌
触
り
を
感
じ
る
よ
う
な
情
愛
、
情
感
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
意
図
的
に
分
か
り
や
す
く
描
い
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
で
虎
の
絵
と
い
う

と
不
思
議
と
み
ん
な
こ
う
い
う
ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。
こ
れ

は
そ
の
大
本
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
牧
谿
が
描
い
た
と
言

わ
れ
る
大
徳
寺
の
虎
の
絵
で
す
。
多
分
、
日
本
の
水
墨
画
家

た
ち
は
虎
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
み

ん
な
こ
の
絵
を
コ
ピ
ー
す
る
わ
け
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
牧
谿
画
を
見
て
描
い
た
と
思
わ
れ

る
、
大
徳
寺
聚
光
院
の
狩
野
松
栄
が
描
い
た
虎
の
絵
で
す
。

全
く
同
じ
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。
日
本
人
が
桃
山
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
描
い
た
虎
の
絵
は
、
み
ん
な
こ
う
い
う
ポ
ー
ズ
で

す
。
で
す
か
ら
、
等
伯
の
虎
の
解
釈
が
い
か
に
斬
新
か
と
い

う
の
は
、
比
較
し
て
も
す
ぐ
分
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
当
時
の
狩
野
派
に
よ
る

虎
が
数
頭
描
か
れ
て
い
る
絵
に
は
、
必
ず
豹
が
一
頭
描
か
れ
て

い
ま
す
。「
虎
の
子
渡
し
」
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
狩
野
派
は

ど
う
も
、
そ
う
い
う
中
国
の
お
話
を
元
に
描
い
て
い
る
と
思
え

る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
実
感
表
現
で
は
な
い
ん
で
す
。
実
物
を

も
ち
ろ
ん
見
て
な
い
し
、
要
す
る
に
知
識
や
教
養
で
絵
を
描
い

て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
必
ず
豹
が
一
匹
交
ざ
る
と
い
う
、

中
国
の
お
話
を
そ
の
ま
ま
描
く
の
で
す
。
等
伯
は
、
五
十
歳
代

に
は
そ
う
い
う
豹
を
交
じ
え
た
虎
の
絵
は
描
き
ま
せ
ん
が
、
六

十
歳
代
に
な
る
と
描
く
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
名
古
屋
城
玄
関
の
襖
で
す
。

慶
長
十
九
年
の
制
作
と
言
わ
れ
、
狩
野
興
以
が
描
い
た
と
い
う

説
と
、
最
近
は
狩
野
長
信
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
狩
野
派
の

虎
と
い
う
の
は
「
虎
が
嘯
け
ば
風
が
起
き
る
」
と
い
う
、
ま
さ

に
そ
う
い
う
獰
猛
さ
で
す
。
こ
う
い
う
虎
の
表
情
か
、
も
し
く

は
牧
谿
の
あ
あ
い
う
座
っ
た
虎
が
、
当
時
一
番
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

描
き
方
で
し
た
。
し
つ
こ
い
よ
う
で
す
が
、
だ
か
ら
等
伯
の
虎

の
絵
が
い
か
に
他
の
虎
と
は
違
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
今
度
は
、
等
伯
の
中
で
時
代
を
違
え

て
比
べ
て
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
「
龍
虎
図

屏
風
」
の
拡
大
図
で
す
。
こ
れ
は
図
版
か
ら
の
複
写
で
、
筆
の

タ
ッ
チ
と
い
う
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
う
か
つ
に
は
申
し
上
げ

ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
虎
の
横
縞
の
こ
の
線
の
描

き
方
と
か
、
細
い
毛
の
描
き
方
と
い
う
の
は
か
な
り
硬
質
で
す
。

硬
い
、
触
る
と
怪
我
を
す
る
く
ら
い
硬
い
感
じ
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ス
ラ
イ
ド
を
戻
し
て
く
だ
さ
い
（
出
光
本
）。
と

こ
ろ
が
五
十
歳
代
の
は
、
こ
ん
な
に
柔
ら
か
い
ん
で
す
よ
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
）。
そ
れ
が
六

十
歳
代
に
な
る
と
、
す
ご
く
激
し
い
感
じ
に
な
り
ま
す
。
龍
虎

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、
こ
れ
は
龍
を
睨
み
つ
け
、
か
な
り
獰

猛
な
虎
の
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
十
年
程
前
の
、

あ
あ
い
う
非
常
に
愛
く
る
し
い
、
愛
す
べ
き
猫
の
よ
う
な
虎
と

も
違
い
、
彼
の
中
で
も
か
な
り
絵
が
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
（「
群
虎
図
屏
風
」）。
こ
れ
は
法
眼
落

款
が
あ
る
屏
風
一
双
で
、
虎
が
戦
っ
て
い
ま
す
。
左
隻
の
方
に
、

狩
野
派
と
同
じ
よ
う
に
豹
が
一
頭
交
じ
っ
て
い
ま
す
。
名
古
屋

城
の
、
狩
野
派
の
虎
と
非
常
に
近
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
毛
の
タ
ッ
チ
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
非
常
に
似
た

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
虎
を
比
較
し
て
き
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
が
芸
術
的
に
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
五
十
歳
代
の
虎
の
方
に
は
、
当
時
誰
も
試
み
な
か
っ
た
非

常
に
斬
新
な
解
釈
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
（「
松
に
鴉
・
柳
に
白
鷺
図
屏
風
」）。

実
は
烏
も
五
十
歳
代
と
六
十
歳
代
に
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
五
十
歳
代
の
烏
で
す
。
一
家
団
欒
の
い
い
雰
囲
気
で
す
ね
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
川
村
記
念
美
術
館
の
「
烏
鷺

図
屏
風
」
で
、
空
中
戦
を
し
て
い
る
烏
た
ち
で
す
。
こ
れ
は
、

か
な
り
獰
猛
で
す
よ
。
傷
つ
い
て
墜
落
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

を
、
脇
か
ら
狙
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
も
法
眼
落
款
で
す

か
ら
六
十
歳
代
後
半
以
降
で
、
少
な
く
と
も
一
家
団
欒
の
あ
あ

い
う
和
や
か
な
雰
囲
気
は
、
と
う
に
消
え
去
っ
て
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
デ
ィ
テ
ー
ル
を
比
べ
ま
す
と
、
こ

れ
が
川
村
本
の
烏
で
す
。
こ
ち
ら
は
墨
を
ベ
タ
塗
り
な
ん
で

す
。
多
分
、
漆
か
何
か
を
混
ぜ
て
い
て
非
常
に
光
沢
の
あ
る

6
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墨
色
で
、
べ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
五
十
歳
代

の
方
は
羽
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
微
妙
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
ま
で
非
常
に
う
ま
く
描
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
解

釈
に
も
違
い
が
あ
る
し
、
し
た
が
っ
て
こ
う
い
う
表
現
に
も

微
妙
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
白
鷺
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
川
村
本

で
、
一
見
非
常
に
似
た
よ
う
な
白
鷺
で
す
が
、
目
の
と
こ
ろ
の

表
現
が
違
い
ま
す
。
川
村
本
の
目
の
拡
大
図
を
見
る
と
、
瞳
が

あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
前
後
に
点
々
と
す
る
の
が
あ
る
ん
で
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
出
光
本
は
、
こ
の
曲
線
を
入
れ
て

点
を
打
っ
て
い
ま
す
。
前
後
の
点
と
相
俟
っ
て
、
瞼
が
ち
ゃ

ん
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
表
情
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

川
村
本
は
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
辺
が
微
妙
で
す
。

だ
か
ら
、
何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
さ
っ
き
の
虎
と
烏
、

白
鷺
と
い
う
、
幸
い
に
も
五
十
歳
代
と
六
十
歳
代
と
い
う
十
年

間
の
間
を
置
い
て
描
い
た
、
二
つ
の
全
く
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
作

品
を
比
べ
て
い
く
と
、
間
違
い
な
く
五
十
歳
代
の
方
が
動
物
の

愛
ら
し
さ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
制
作
態
度
が
、
非
常
に
は
っ

き
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
今
回
の
一
番
の
テ
ー

マ
で
あ
る
等
伯
の
描
い
た
動
物
画
を
、
特
に
近
年
発
見
さ
れ
た

作
品
を
加
え
て
概
観
し
て
分
か
る
大
き
な
一
つ
の
芸
術
性
・
問

題
点
は
、「
情
愛
を
描
く
」
と
い
う
、
同
時
代
の
画
家
も
等
伯
自

身
も
後
に
取
上
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
時
代
的
に
言
っ
て
松
林
図
の
前
後
な

ん
で
す
。
ま
ず
、
そ
の
五
十
歳
代
の
松
林
図
前
後
に
描
か
れ
た

瑞
々
し
い
解
釈
の
動
物
を
描
く
絵
の
実
情
と
、
ど
う
や
っ
て
そ

れ
を
考
え
つ
い
た
の
か
と
い
う
、
牧
谿
の
絵
か
ら
何
を
得
た
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
対
す
る
、
私
の
推
察
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
展
覧
会
は
実
は
も
う
一
つ
大
変
な
テ
ー
マ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
屏
風
で
す
（「
波
龍
図
屏
風
」）。
今
か
ら

五
年
く
ら
い
前
、
山
根
先
生
と
本
法
寺
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
を
今
回
修
理
し
て
展
示
さ
れ
る
と
伺
っ
て
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
落
款
も
ハ
ン
コ
も
な
い
の
で
す

が
、
例
え
ば
龍
の
鱗
の
描
き
方
と
か
、
濃
淡
の
墨
の
使
い
分
け

と
い
う
の
が
絶
妙
な
ん
で
す
ね
。
似
た
絵
は
、
後
で
宗
達
、
宗

雪
に
出
て
き
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
雰
囲
気
は
違
う
ん
で
す
。
こ

れ
は
、
本
法
寺
と
い
う
お
寺
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
合
わ

せ
て
、「
等
伯
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
私

も
「
そ
う
思
い
ま
す
。」
と
申
し
上
げ
た
ん
で
す
。
淡
墨
の
面

の
上
に
、
濃
墨
の
線
で
鱗
を
描
い
て
い
く
と
い
う
墨
の
濃
淡
の

使
い
方
は
、
や
は
り
先
程
の
五
十
歳
代
の
虎
の
毛
の
表
現
に
共

通
す
る
技
法
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
等
伯
に
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
分
、
墨
の
そ
の
諧
調
の
感
じ
か
ら
五

十
歳
代
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
し
ま
す
と
、
新
た
に
ま
た

動
物
を
描
い
た
絵
画
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

更
に
、
美
術
史
研
究
に
お
い
て
も
非
常
に
重
大
な
意
味
を

持
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
図
柄
、
こ
の
構
図
は
、
実
は
東

京
国
立
博
物
館
の
俵
屋
宗
雪
筆
と
言
わ
れ
る
龍
の
絵
と
そ
っ

く
り
な
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ア
美
術
館

に
宗
達
の
代
表
的
な
龍
の
絵
が
あ
り
ま
し
て
、
ち
ょ
っ
と
構

図
は
違
う
ん
で
す
が
、
絵
の
雰
囲
気
は
非
常
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
宗
雪
の
作
品
が
、
こ
の
等
伯
の
絵
と
構
図
が
非
常
に

そ
っ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
は
、
年
代
的
に
考
え
ま
す
と
、
俵

屋
宗
雪
は
こ
の
絵
を
見
た
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
つ

ま
り
、
琳
派
、
俵
屋
宗
達
及
び
そ
の
周
辺
の
画
家
た
ち
が
、

こ
の
絵
を
見
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の

長
い
美
術
史
の
中
で
、
日
本
で
水
墨
画
を
自
立
さ
せ
た
の
は

間
違
い
な
く
等
伯
の
「
松
林
図
屏
風
」
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に

日
本
人
的
に
も
っ
と
形
を
整
え
て
い
っ
た
の
が
、
俵
屋
宗
達

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
宗
達
は

日
本
の
水
墨
画
を
定
着
さ
せ
た
と
い
う
言
い
方
が
で
き
る
と

思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
絵
が
宗
達
た
ち
の
お
手
本
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
が
も
し
言
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
等
伯
が
宗
達
に

影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
わ
け
で
、
そ
う
な
り

ま
す
と
問
題
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
今

ま
で
、
等
伯
と
宗
達
の
関
係
は
、
技
法
の
共
通
点
は
指
摘
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
直
接
の
関
わ
り
な
ど
指
摘
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
本
法
寺
の
作
品
に
よ
っ

て
、
こ
れ
は
非
常
に
重
大
な
問
題
を
提
起
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
能
登
、
金
沢
と
い
う
、
宗
達
、

宗
雪
の
関
連
と
等
伯
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
無
関
係
で
は

な
い
し
、
や
は
り
等
伯
の
与
え
た
影
響
と
い
う
の
は
、
た
だ

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
斬
新
な

解
釈
で
情
愛
を
感
じ
る
動
物
の
絵
を
描
い
た
だ
け
で
も
な
く

て
、
実
は
宗
達
に
影
響
を
与
え
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
、

も
っ
と
重
要
な
影
響
も
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
画

家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
、
私
の
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

次
、
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
で
す
が
、
こ
れ
は
虎
の
尻
尾

の
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
い
う
筆
の
色
ん
な
技
法
の
使
い
分
け
、

尻
尾
の
と
こ
ろ
ま
で
可
愛
さ
が
感
じ
ら
れ
る
描
き
方
で
す
。

つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と
か
と
最
後
に
ま
と
め
て
お
き
ま
す
が
、

情
愛
を
描
く
と
い
う
の
が
当
時
は
い
か
に
難
し
か
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
を
し
て
お
き
た
い
の
で
す
。
狩
野
派
は

絶
対
そ
う
い
う
絵
は
描
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
宗
達
以
下

の
琳
派
の
絵
に
は
、
情
愛
を
感
じ
る
絵
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
実
は
等
伯
の
絵
が
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
、
そ
れ
は
つ
き
つ
め
る
と
画
家
等
伯
の
類
い
稀
な

瑞
々
し
い
感
性
そ
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
ま

す
と
、
そ
の
瑞
々
し
い
感
性
を
実
際
に
絵
に
表
す
と
い
う
、

も
っ
と
言
え
ば
人
間
性
が
そ
の
ま
ま
絵
に
表
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
時
代
の
、
近
世
初
期
の
日
本
の
絵
画
史
に
あ
っ

て
は
、
有
り
得
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
の
感
性
を
絵
に

す
る
、
若
し
く
は
自
分
の
人
間
性
を
絵
に
す
る
と
い
う
の
は
、

江
戸
時
代
も
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、

初
期
の
時
代
に
あ
っ
て
等
伯
と
い
う
人
は
、
実
は
そ
う
い
う

の
を
い
ち
早
く
自
分
の
絵
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
た
ん
で
す
。

こ
れ
が
、
今
回
の
展
覧
会
の
作
品
を
見
て
一
番
感
じ
る
、
等

伯
の
画
家
と
し
て
の
一
面
、
イ
コ
ー
ル
人
間
性
だ
と
思
い
ま

す
。
非
常
に
優
し
い
、
懐
の
深
い
人
間
性
が
そ
こ
に
表
れ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
が

て
江
戸
時
代
半
ば
以
降
、
日
本
の
画
家
た
ち
も
み
ん
な
が
表

現
す
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
非
常
に
類
い

稀
な
新
し
い
絵
を
等
伯
が
描
い
た
と
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
は
、
実
は
等
伯
に
よ
っ
て
切
っ
て
降
ろ

さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
思
い
ば
か
り
が
先
走
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感

じ
で
す
が
、
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7

※
本
文
は
、
平
成
十
五
年
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
「
長
谷
川
等
伯
展
〜
描
か
れ
た
動
物
た
ち
〜
」
特
別
講
演
会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
よ
っ
て
ま

と
め
た
後
半
部
分
で
す
。
前
半
部
①
に
つ
い
て
は
、
前
36
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
尚
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
は
、
次
号
に
集
約
し
た
も
の
を
掲
載
予
定
で
す
。
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飛行機

車

タクシー
徒歩
市内循環バス
（まりん号）

（4月～6月）

◆4月 5、12～22
◆5月 31
◆6月 1～3、7、14、21、28～30

「砂張鉦」初代 魚住　為楽

◆第１・２展示室

「池田コレクション選抜展」

当館では毎年、夏の時期には当館所蔵品の展示を中心に行っています。本展で
はその所蔵品の中核である「池田コレクション」から茶道美術品及び、近現代の
日本画などを紹介します。
七尾市名誉市民の故池田文夫氏が収集した志野や織部などの陶芸品、氏が在住
した岐阜県にゆかりの前田青邨や熊谷守一などの作品で構成される「池田コレク
ション」より、それぞれの優れた作品をお楽しみください。

平成16年７月３日(土）～８月15日(日）

「舞　台」 山本　　隆

◆第１・２展示室

「夏季・所蔵品展」
～画家たちの視点～・～造形の魅力～

当館所蔵品及び寄託品を紹介する「所蔵品展」です。今回は２つのテ
ーマで展示します。「画家たちの視点」では日本画・洋画における画家
が見つめた対象に注目し、彼らの視点を追います。「造形の魅力」では
彫刻を中心に、エネルギーに満ちた造形をお楽しみください。

平成16年８月20日(金）～９月12日(日）

◆第１・２展示室

◆第３展示室　　　　　　　　同時開催：「秋の所蔵品展～草花の表現～」

「長谷川等伯展～能登時代の仏画と北陸の長谷川派～」

平成８年度より毎年開催している「長谷川等伯シリーズ展」です。９
回目となる本年は、能登時代の活動を見直す意味で等伯（信春）の仏画
を中心に紹介、また北陸地方に現存する長谷川派の作品を、初公開作品
も含めて紹介します。
【写真：重文「三十番神図」(部分) 長谷川信春(等伯) 高岡 大法寺】

平成16年９月18日(土）～10月24日(日）
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